
先
月
は
安
保
法
制
を
め
ぐ
る
騒
然
と

し
た
情
勢
が
続
き
、
４
年
半
が
経
っ
た

東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興
に
関
す
る
報
道
は
乏
し

か
っ
た
。
震
災
に
関
す
る
記
憶
や
意
識
が
薄
れ
つ
つ

あ
る
の
で
は
な
い
か
と
の
モ
ヤ
モ
ヤ
し
た
嫌
悪
感
を

抱
き
つ
つ
、
半
年
前
の
こ
と
を
思
い
出
し
た
▼
「
あ

の
大
川
小
学
校
の
こ
と
か
」
と
思
い
出
し
て
い
た
だ

け
る
だ
ろ
う
か
。
74
名
の
児
童
と
教
職
員
10
名
が
死

亡
・
行
方
不
明
と
な
っ
た
石
巻
市
立
大
川
小
学
校
の

こ
と
だ
。
話
題
の
主
は
、
同
小
を
卒
業
し
た
高
校
生

た
ち
▼
震
災
当
時
６
年
生
だ
っ
た
児
童
も
高
校
生
と

な
り
、
大
川
小
学
校
を
卒
業
し
た
３
名
の
女
子
高
校

生
が
、
仙
台
市
で
開
催
さ
れ
た
「
世
界
防
災
ジ
ュ
ニ

ア
会
議
」
で
校
舎
の
保
存
を
訴
え
た
の
が
今
年
の
３

月
の
こ
と
だ
っ
た
。
「
友
情
を
育
ん
だ
思
い
出
の
場

所
」
で
あ
り
、
「
一
目
で
津
波
の
恐
ろ
し
さ
が
分
か

る
」
と
保
存
の
意
義
を
強
調
し
た
▼
し
か
し
、
校
舎

保
存
の
是
非
を
問
う
数
日
後
の
住
民
集
会
で
、
彼
女

た
ち
は
保
存
に
反
対
す
る
大
人
の
悲
痛
な
声
を
聞
く

こ
と
と
な
っ
た
。
校
舎
の
保
存
に
関
す
る
様
々
な
声

に
対
し
、
「
誰
ひ
と
り
間
違
っ
て
い
る
人
は
い
な
い
」

と
周
囲
の
声
に
耳
を
傾
け
た
上
で
、
「
残
し
た
い
と

言
う
考
え
は
、
わ
が
ま
ま
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

…
残
し
た
く
な
い
と
い
う
人
た
ち
の
気
持
ち
も
、
今

で
は
十
分
に
わ
か
り
ま
す
」
「
そ
れ
で
も
私
た
ち
が

出
来
る
こ
と
は
語
り
継
ぐ
こ
と
。
こ
ん
な
こ
と
が
二

度
と
起
こ
ら
な
い
為
に
も
校
舎
保
存
を
訴
え
て
い
き

た
い
」
と
語
り
か
け
た
。
急
遽
発
言
を
求
め
た
高
校

生
の
勇
気
あ
る
声
に
、
保
存
反
対
派
の
大
人
た
ち
も

涙
を
浮
か
べ
な
が
ら
温
か
い
拍
手
を
送
っ
た
▼
一
方
、

国
の
根
幹
に
係
る
法
案
が
一
文
も
修
正
さ
れ
る
こ
と

な
く
可
決
さ
れ
た
先
月
の
状
況
は
、
18
歳
か
ら
の
投

票
権
を
目
前
に
し
た
高
校
生
に
と
っ
て
、
ど
の
よ
う

に
映
っ
た
だ
ろ
う
か
。
法
案
の
是
非
は
別
と
し
て
、

高
校
生
を
含
め
た
国
民
が
、
主
権
者
意
識
を
高
め
た

こ
と
だ
け
は
確
か
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
▼
「
誰
ひ
と

り
間
違
っ
て
い
る
人
は
い
な
い
」
と
、
異
な
る
意
見

に
も
寄
り
添
い
歩
も
う
と
し
た
高
校
生
に
、
明
日
の

日
本
の
進
路
を
託
す
一
票
を
期
待
す
る
。

（
編
集
長
記
）
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如己愛人

つながろう三高
つながろう雲南

「
誰
ひ
と
り
間
違
っ
て
い
る
人
は
い
な

い
」
と
周
囲
に
耳
を
傾
け
た
高
校
生

・ 働きの場を体験しながら、地域の産業や社会
が抱える課題とその解決策を探ります

１年 地域産業研究実習 10月14日～16日

２年 東京研修旅行 10月12日～15日

・課題研究を深めます

【 発 行 所 】
三刀屋高等学校
〒690-2404
雲南市三刀屋町
三刀屋912-2

TEL：0854-45-2721
FAX：0854-45-5630

【 印 刷 所 】
有限会社木次印刷
〒699-1312
雲南市木次町山方

630-5
TEL：0854-42-8133
FAX：0854-42-8155

６面参照

本校の「産業社会と人間」や２年次以降の「課題研究」では地域の現状
や課題に目を向け、それを解決していくためにどうすればよいかを考えま
す。「地域課題」について考える時、それは日本や世界の課題を考えるこ
とに通じているという視点も忘れてはなりません。「ローカル」な視点と

「グローバル」な視点、どこかでつながる様々な視点・
視線から物事を見る大切さを実感します。

YOUは何しに東京へ？
（東京研修の意義）

３日目：班別自主研修の訪問先（全49班の一部）

アポ取り(訪問申請交渉)も生徒が行いました

班 午前の研修先 午後の研修先

101 厚生労働省 法政大学

104 織田きもの専門学校 江戸風鈴・篠原風鈴本舗

108 鉄道博物館 東京都立中央図書館

109 東京工業大学大学院 目黒区総合庁舎

201 ＪＡＸＡ 経済産業省資源エネルギー庁

206 東京証券取引所 ソニー銀行株式会社

208 東京医科歯科大学 日本赤十字社医療センター

210 小岩井乳業 千代田区役所

302 丸の内タニタ食堂 服部栄養専門学校

304 文化庁 スターツ出版

305 カタリバ 杉並区産業振興センター

306 東京こども専門学校 南青山保育園

401 厚生労働省 スローライフジャパン

402 ｷｯｺｰﾏﾝﾋﾞｼﾞﾈｽｻｰﾋﾞｽ(株) 食品需給研究センター

404 クールジャパン機構 東京工芸大学

410 東京女子医科大学病院 国立感染症研究所

501 環境省 エコ・パワー

515 文部科学省 三育小学校

510 国立国際医療研究センター 日本臓器移植ネットワーク

511 博報堂 にほんばし島根館

三高生

11/7(土)の雲南市教育フェスタ
で成果を発表します

午後

終
了
御
礼

詳細は中学校を通じてご案内します

東京研修２日目は、６大学に分かれてのアカデミッ
クインターンシップⅡ。写真は日本工業大学で。

地
域
・
卒
業
生
・
保
護
者

の
皆
様
、
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
！
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今号の記事は●月●日分までです

演

劇

後
期
生
徒
会
長
と
議
長
の
選
挙

に
は
各
１
名
が
立
候
補
し
、
９
月

の
信
任
投
票
の
結
果
、
生
徒
会
長

に
は
景
山
美
鈴
さ
ん
（
２
年
）
、

議
長
に
は
周
藤
蘭
さ
ん
（
２
年
）

が
圧
倒
的
多
数
の
信
任
票
を
得
て

当
選
を
果
た
し
た
。

新
生
徒
会
長
の
景
山
さ
ん
は

「
女
子
生
徒
会
長
と
い
う
こ
と
で

不
安
に
思
う
人
が
い
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
が
、
前
期
の
３
年
生
の
執

行
部
の
皆
さ
ん
を
手
本
に
頑
張
り

ま
す
。
」
と
立
候
補
演
説
で
語
っ

た
が
、
今
や
「
女
子
だ
か
ら
心
配
」

と
い
う
生
徒
は
い
な
い
は
ず
だ
。

女
子
生
徒
が
多
い
本
校
で
、
女
子

生
徒
会
長
が
５
年
ぶ
り
と
い
う
の

が
意
外
だ
。
や
る
気
を
も
っ
て
立

候
補
し
て
く
れ
た
景
山
さ
ん
を
中

心
に
、
後
期
の
生
徒
会
の
活
躍
を

期
待
し
た
い
。

戦後70年 三高生が考える戦争と平和と人権

島根県高文連演劇大会 出雲・石見地区予選

『TAKASHI』県大会出場へ
脚本:亀尾佳宏(掛合分校教諭)

第一関門突破

目
標
は
中
国
大
会
出
場
！

県
大
会
は
11
月
２
日
・
３
日

▼
会
場

加
茂
文
化
ホ
ー
ル

ラ
メ
ー
ル

▼
三
刀
屋
高
校
出
演
日
時

11
月
３
日
（
火
・
祝
）

９
時
40
分
〜
10
時
40
分

入
場
無
料
！
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い

文化祭での朗読劇とは演出が異なります

9/19

11/3

体
育

ロ
ー
ド
走

以
前
は
男
女
と
も
に
15
㎞
ほ
ど

の
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会
が
行
わ
れ

て
い
た
が
、
道
路
事
情
に
よ
っ
て

度
々
コ
ー
ス
変
更
が
余
儀
な
く
さ

れ
る
中
、
平
成
14
年
度
か
ら
の
学

校
５
日
制
の
完
全
実
施
で
学
校
行

事
の
精
選
が
迫
ら
れ
、
思
い
出
深

い
行
事
が
消
え
た
。

現
在
は
、
学
園
祭
後
の
９
月
か

ら
10
月
に
か
け
て
、
体
育
の
授
業

で
全
学
年
が
三
刀
屋
川
の
両
岸
を

全
校
生
が
３
㎞×

５
回

三
高
ス
ポ
ー
ツ
の
秋
は
「
ロ
ー
ド
走
」
か
ら

中
心
に
約
３
㎞
の
コ
ー
ス
を
５
回

走
っ
て
い
る
。
今
年
も
、
一
緒
に

走
る
校
長
の
姿
が
度
々
目
撃
さ
れ

た
（
校
長
は
今
も
好
調
で
す
。
今

年
の
ベ
ス
ト
タ
イ
ム
14
分
47
秒
）
。

陸

上

【
男
子
】
予
選
通
過
者

▼
２
年
１
０
０
ｍ
予
選

山
田

幹

11
秒
94

通
過

▼
２
年
１
０
０
ｍ
準
決
勝

山
田

幹

11
秒
90

▼
８
０
０
ｍ
予
選

松
原
瑠
星

２
分
６
秒
70

通
過

須
山
泰
成

２
分
９
秒
28

通
過

▼
８
０
０
ｍ
準
決
勝

松
原
瑠
星

２
分
10
秒
65

須
山
泰
成

２
分
14
秒
22

▼
１
５
０
０
ｍ
予
選

須
山
泰
成

４
分
23
秒
27

通
過

県
高
校
新
人
陸
上

（
９
／
20
〜
21
、
益
田
市
陸
上
競
技
場
）

▼
１
５
０
０
ｍ
決
勝

須
山
泰
成

４
分
36
秒
62

【
女
子
】
予
選
通
過
者

▼
１
年
１
０
０
ｍ
予
選

小
豆
澤
真
帆

13
秒
26

通
過

▼
１
年
１
０
０
ｍ
準
決
勝

小
豆
澤
真
帆

13
秒
47

通
過

▼
１
年
１
０
０
ｍ
決
勝

小
豆
澤
真
帆

13
秒
63

８
位

▼
男
子
10
傑
（
参
考
記
録
）

１
位

松
原
瑠
星

10
分
38
秒

２
位

須
山
泰
成

10
分
40
秒

３
位

大
森
雄
介

10
分
44
秒

４
位

難
波
康
人

10
分
59
秒

５
位

藤
原
一
樹

11
分
06
秒

６
位

石
飛
公
基

11
分
23
秒

７
位

林

貫
太

11
分
32
秒

８
位

高
橋
謙
槙

11
分
34
秒

９
位

吉
田
遼
介

11
分
36
秒

10
位

永
井
宏
樹

11
分
41
秒

次
点

田
本
彪
流

11
分
43
秒

▼
女
子
10
傑
（
参
考
記
録
）

１
位

周
藤
奈
乃
璃

13
分
27
秒

２
位

山
根

七
海

14
分
04
秒

３
位

松
尾

美
祐

14
分
07
秒

４
位

山
﨑
ア
リ
サ

14
分
11
秒

５
位

渡
部
ほ
の
か

14
分
15
秒

６
位

青
木
真
衣
子

14
分
30
秒

７
位

永
見
日
奈
子

14
分
31
秒

８
位

板
倉

知
香

14
分
33
秒

９
位

小
林

大
子

14
分
36
秒

同

福
場

未
唯

14
分
36
秒

次
点

山
本

早
季

14
分
38
秒

※赤信号でのタイムロスあり



永
井
隆
博
士
の
考
え
る
「
平
和
」
と

は
ど
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
の
だ
ろ
う

か
。
戦
争
の
な
い
世
界
、
人
々
が
笑
っ

て
生
き
る
こ
と
の
で
き
る
世
界
。
病
と

戦
い
な
が
ら
、
数
多
く
の
作
品
を
残
し

た
博
士
は
ど
ん
な
未
来
を
夢
見
て
い
た

の
だ
ろ
う
。

今
年
、
日
本
は
終
戦
七
〇
周
年
を
迎

え
る
。
毎
年
八
月
に
な
る
と
沢
山
の
戦

争
に
関
わ
る
ド
ラ
マ
や
映
画
が
放
送
さ

れ
る
。
私
が
初
め
て
戦
争
に
つ
い
て
知
っ

た
の
は
小
学
生
の
時
だ
。
自
分
の
住
ん

で
い
る
国
で
こ
ん
な
事
が
起
こ
っ
て
い

た
の
か
と
衝
撃
を
受
け
た
こ
と
を
今
で

も
覚
え
て
い
る
。
初
め
て
小
学
校
の
図

書
室
で
「
は
だ
し
の
ゲ
ン
」
を
読
ん
だ

時
は
、
本
当
に
恐
ろ
し
か
っ
た
。
今
ま

で
戦
争
に
つ
い
て
沢
山
話
を
聞
い
て
、

見
て
、
学
ん
で
き
た
。
そ
れ
で
も
、
私

の
心
の
隅
に
は
「
昔
の
こ
と
」
と
い
う

考
え
が
あ
り
、
遠
い
昔
の
話
で
、
自
分

に
は
関
係
の
な
い
こ
と
だ
と
思
っ
て
い

た
の
だ
。
し
か
し
、
そ
ん
な
中
で
集
団

的
自
衛
権
が
可
決
さ
れ
、
日
本
が
ま
た

戦
争
に
巻
き
込
ま
れ
る
可
能
性
が
で
て

き
た
。
や
っ
と
私
の
中
の
戦
争
は
昔
の

こ
と
と
い
う
概
念
が
消
え
始
め
た
。

私
が
祖
母
に
戦
時
中
の
話
を
聞
い
た

の
は
ご
く
最
近
の
こ
と
で
高
校
二
年
生

に
な
っ
て
か
ら
だ
。
そ
こ
で
初
め
て
祖

母
に
七
人
兄
弟
が
い
た
こ
と
を
知
っ
た
。

そ
れ
ま
で
私
は
ず
っ
と
祖
母
は
四
人
兄

弟
だ
と
思
っ
て
い
た
。
話
を
聞
く
と
、

三
人
と
も
小
さ
い
頃
に
栄
養
失
調
が
原

因
の
病
で
亡
く
な
っ
た
と
分
か
り
、
今

の
自
分
が
と
て
も
幸
せ
な
こ
と
に
改
め

て
気
付
か
さ
れ
た
。
私
が
小
さ
い
頃
、

嫌
い
な
食
べ
物
を
残
し
た
り
す
る
と

「
ち
ゃ
ん
と
食
べ
な
さ
い
。
食
べ
た
く

て
も
食
べ
れ
ん
人
も
お
る
ん
だ
よ
。
」

と
よ
く
祖
母
に
叱
ら
れ
た
。
私
は
祖
母

か
ら
こ
の
話
を
聞
く
ま
で
は
、
祖
母
は

ア
フ
リ
カ
な
ど
発
展
途
上
国
の
子
供
達

の
こ
と
を
い
っ
て
い
る
の
だ
と
勘
違
い

し
て
い
た
。
祖
母
の
い
う
「
食
べ
た
く

て
も
食
べ
ら
れ
な
い
人
」
は
き
っ
と
戦

時
中
の
自
分
達
と
重
ね
て
い
た
の
だ
と

気
付
い
た
。
祖
母
は
幼
い
私
に
そ
う
い

う
度
に
、
辛
か
っ
た
過
去
、
亡
く
な
っ

た
兄
弟
の
こ
と
を
思
い
出
し
て
い
た
の

だ
ろ
う
か
。
そ
う
考
え
る
と
胸
が
押
し

つ
ぶ
さ
れ
そ
う
に
な
る
。

も
う
一
つ
祖
母
の
話
を
聞
い
て
い
る

中
で
、
祖
母
の
母
の
兄
弟
、
私
の
曽
祖

母
に
あ
た
る
人
の
兄
弟
が
硫
黄
島
で
戦

死
し
て
い
た
こ
と
を
知
っ
た
。
私
は
こ

の
時
初
め
て
自
分
の
先
祖
が
戦
争
に
よ
っ

て
命
を
奪
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
知
り
、

今
ま
で
遠
く
感
じ
て
い
た
戦
争
が
と
て

も
身
近
に
感
じ
怖
く
な
っ
た
。
私
は
何

度
か
硫
黄
島
で
の
悲
劇
を
描
い
た
「
硫

黄
島
か
ら
の
手
紙
」
と
い
う
映
画
を
み

た
こ
と
が
あ
る
。
私
が
覚
え
て
い
る
中

で
、
こ
の
映
画
は
私
が
初
め
て
見
た
、

戦
争
を
題
材
と
し
た
映
画
だ
っ
た
。
初

め
て
こ
の
映
画
を
み
た
時
は
本
当
に
怖

く
て
、
何
度
か
耳
を
塞
い
だ
。
私
の
母

も
祖
母
も
こ
の
映
画
を
見
た
く
な
い
と

い
う
。
今
で
も
テ
レ
ビ
で
こ
の
映
画
が

放
送
さ
れ
て
い
る
と
、
す
ぐ
に
チ
ャ
ン

ネ
ル
を
変
え
て
し
ま
う
。
「
何
で
変
え

る
の
？
」
と
聞
く
と
「
怖
い
」
と
い
っ

て
い
た
。

戦
後
七
〇
年
経
っ
て
も
戦
争
を
体
験

し
た
人
が
戦
争
を
忘
れ
る
こ
と
は
出
来

な
い
。
一
人
一
人
の
心
の
中
に
辛
か
っ

た
記
憶
が
残
っ
て
い
る
。
そ
の
人
達
に

と
っ
て
戦
争
は
す
ぐ
近
く
に
あ
る
の
だ
。

戦
争
が
終
わ
り
、
ど
れ
だ
け
の
人
が
喜

び
、
亡
く
な
っ
た
家
族
、
友
達
の
こ
と

を
ど
れ
ほ
ど
悔
や
ん
だ
だ
ろ
う
。
日
本

は
唯
一
、
原
爆
の
被
害
を
受
け
た
国
と

し
て
、
戦
争
を
し
な
い
国
と
し
て
あ
る

べ
き
だ
と
私
は
思
う
。
こ
れ
だ
け
多
く

の
人
々
に
深
い
傷
を
残
し
た
戦
争
を
な

ぜ
く
り
返
そ
う
と
す
る
の
だ
ろ
う
。
深

い
傷
を
お
っ
た
人
々
に
な
ぜ
ま
た
同
じ

思
い
を
さ
せ
る
の
か
私
に
は
分
か
ら
な

い
。
永
井
隆
博
士
も
戦
争
を
く
り
返
す

事
は
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
と
願
っ
て
い

る
は
ず
だ
。
永
井
隆
博
士
の
考
え
る
平

和
、
そ
し
て
戦
争
に
よ
り
命
を
奪
わ
れ

た
人
、
家
族
を
失
っ
た
人
の
考
え
る
平

和
は
、
人
々
が
食
べ
物
に
困
る
こ
と
も

な
く
、
戦
争
に
お
び
え
て
暮
ら
す
こ
と

の
な
い
世
の
中
だ
と
思
う
。
永
井
隆
博

士
の
夢
見
た
未
来
に
戦
争
、
貧
困
は
な

い
は
ず
だ
。
そ
の
為
に
も
私
た
ち
は
戦

争
と
い
う
負
の
過
去
を
、
人
間
の
犯
し

た
罪
を
忘
れ
て
は
い
け
な
い
。

戦
争
は
「
昔
の
話
」
で
は
な
く
世
界

中
で
今
こ
の
瞬
間
も
起
き
て
い
て
、
多

く
の
人
が
お
び
え
、
命
が
危
険
に
さ
ら

さ
れ
て
い
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
い
け
な

い
。
博
士
の
夢
見
た
世
界
が
実
現
さ
れ

る
こ
と
を
私
は
願
っ
て
い
る
。

〔
高
校
生
の
部
〕

〈
佳
作
〉
内
藤

舞
（
２
年
）

「
永
井
隆
の
夢
見
た
未
来
」

前
号
で
既
報
の
通
り
、

今
年
で
25
回
目
を
迎
え
た

永
井
隆
平
和
賞
の
発
表
式

典
が
９
月
13
日
、
三
刀
屋
文
化
体
育
館
ア
ス
パ
ル
で
開
催
さ
れ
、
本
校
の
内
藤
舞

さ
ん
が
高
校
生
の
部
で
佳
作
に
入
り
ま
し
た
（
当
日
は
所
属
す
る
女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
部
の
大
会
（
県
高
校
選
手
権
優
勝
）
と
重
な
っ
て
表
彰
式
は
欠
席
）
。

第
25
回
永
井
隆
平
和
賞

戦後70年 三高生が考える戦争と平和と人権

大阪府及びその周辺に所在する大学等に在学又は進学する島根県出身の優秀

な学生のために、学生会館を設置・運営して修学の便を図ることにより、社会

的に有為な人材の養成に寄与することを目的に、平成15年３月、大阪府吹田市

に「大阪学生会館」が誕生しました（首都圏にはありません）。

島
根
県
育
英
会

■鉄筋コンクリート３階建

全館冷暖房完備

■１階に食堂・学習室・浴室等

■２・３階に寮生個室70室（洋間６畳、

机・椅子・ベッド・クローゼット・洗

面化粧台・パソコン対応電話回線）。

■各階男女別に談話室・調理コーナー・

コイン式シャワー室・洗濯室・ウォシュ

レットトイレ等。

■詳細は島根県育英会ＨＰ参照

ご存知ですか？

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

卓

球

（
９
／
19
〜
20
、
浜
山
公
園
）

（
９
／
18
〜
19
、
県
立
体
育
館
）

新
人
戦
の
前
哨
戦
的
な
個
人
戦

の
み
の
大
会
だ
が
、
両
部
と
も
に

本
校
で
は
高
校
入
学
後
に
プ
レ
ー

を
始
め
る
部
員
が
多
く
、
こ
の
時

期
の
大
会
で
は
上
位
進
出
者
の
い

な
い
苦
し
い
展
開
と
な
っ
た
。
伸

び
代
が
大
き
い
分
だ
け
、
今
後
に

期
待
し
た
い
。

県
高
校
選
手
権

（３）第100号 三 刀 屋 高 校 だ よ り 2015年（平成27年）10月23日(金)

今
月
18
日
（
日
）
に
掛
合
中
学

校
グ
ラ
ン
ド
で
開
催
さ
れ
た
「
第

33
回
掛
合
町
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
」

を
放
送
部
員
が
取
材
し
た
。

今
後
、
撮
影
し
た
映
像
を
編
集

し
、
秋
の
高
文
連
コ
ン
ク
ー
ル
に

出
品
す
る
番
組
を
製
作
す
る
と
の

こ
と
だ
。

（
上
の
写
真
奥
は
、
大
声
コ
ン
テ

ス
ト
に
登
場
の
掛
合
中
学
校
の
原

校
長
先
生
。
柔
道
と
相
撲
の
全
国

大
会
出
場
へ
の
支
援
に
、
地
域
の

皆
様
に
「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
」
と
感
謝
の
大
声
）

放

送

掛
合
町
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
を
取
材

広告



れ
、
現
在
で
は
山
陰
地
方
最
大
の

書
道
研
究
集
団
と
し
て
地
域
文
化

の
発
展
向
上
に
尽
く
し
て
い
る
。

会
員
に
は
、
高
校
で
授
業
や
書
道

部
の
指
導
に
あ
た
る
先
生
方
も
多

い
。

第
45
回
山
陰
独
立
書
展
（
県
独

立
書
人
団
主
催
、
島
根
県
教
育
委

員
会
等
後
援
）
が
９
月
25
日
か
ら

松
江
市
袖
師
町
の
県
立
美
術
館
ギ
ャ

ラ
リ
ー
で
開
催
さ
れ
、
書
道
の
授

業
と
書
道
部
の
指
導
を
お
願
い
し

て
い
る
非
常
勤
講
師
長
羅
典
子
先

生
の
「
臨

草
書
詩
巻
」
が
最
高

賞
の
山
陰
独
立
賞
に
輝
い
た
。
縦

書

道

山
陰
独
立
賞
に

長
羅
先
生

第
45
回
記
念
山
陰
独
立
書
展

「
臨

草
書
詩
巻
」

二紀展は、１９４７年に「美

術の第二の紀元を画する」の意

図のもと「第二紀会」が創立さ

れ、その後、会の発展とともに

名称を「二紀会」と改め活動す

る全国公募展です。

師
弟
ダ
ブ
ル
入
選

美 術

▼
彫
刻
の
部

入
選

森
脇

咲
子
（
３
年
）
初
入
選

周
藤

豊
治
（
教
諭
）
会
員
推
挙

2015年（平成27年）10月23日(金) 三 刀 屋 高 校 だ よ り 第100号（４）

３
ｍ
、
横
７
ｍ
の
大
作
（
写
真
右
）

で
、
紙
に
食
い
込
ん
だ
線
の
深
み

や
余
白
の
使
い
方
な
ど
が
高
い
評

価
を
受
け
た
。

島
根
県
独
立
書
人
団
は
昭
和
34

年
に
山
陰
抱
雲
会
と
し
て
創
設
さ

華

道

第
54
回
華
道
家
元
池
坊
島
根
県
連
合
支
部
花
展

▼
期
日

10
／
14
〜
16

▼
会
場

国
立
新
美
術
館
（
東
京
都
港
区
六
本
木
）

▼
巡
回
展

全
国
６
か
所

広
島
↓

平
成
28
年
２
月
２
日
〜
７
日

広
島
県
立
美
術
館
（
広
島
市
中
区
）

三高文化の

『月光船』森脇咲子

『Watcher』周藤豊治(準会員)

▼
森
脇
さ
ん
彫
刻
作
品
〔
鉄
〕
に
つ
い
て

…

制
作
は
２
回
目
の

取
り
組
み
。
１
作
目
が
第
16
回
高
校
生
国
際
美
術
展
で
佳
作
に
選

ば
れ
、
７
月
に
は
浜
田
こ
ど
も
美
術
館
で
開
催
さ
れ
た
現
代
彫
刻

小
品
展
に
も
出
品
し
た
。
彫
刻
作
家
か
ら
も
好
評
を
得
た
こ
と
か

ら
、
２
作
目
を
制
作
し
て
今
回
の
二
紀
展
へ
の
出
品
と
な
っ
た
。

森
脇
さ
ん
の
作
品
の
良
さ
は
、
端
材
を
選
ぶ
セ
ン
ス
と
溶
接
の

火
花
も
臆
せ
ず
取
り
組
め
る
お
も
い
き
り
の
良
さ
、
情
熱
が
あ
る

こ
と
。
普
段
か
ら
油
絵
、
デ
ッ
サ
ン
に
熱
心
に
取
組
み
、
そ
こ
で

得
た
構
成
力
、
デ
ッ
サ
ン
力
が
生
か
さ
れ
て
い
る
。
枠
に
と
ら
わ

れ
ず
に
自
己
表
現
を
追
究
し
て
い
っ
て
欲
し
い
。
〔
美
術
部
顧
問
〕

二
紀
展
会
場
の
国
立
新
美
術
館

（
東
京
都
港
区
六
本
木
）
の
設
計

を
担
当
し
た
の
が
、
本
紙
前
号
で

紹
介
し
た
Ｏ
Ｂ
の
竹
部
友
久
氏

（
昭
和
60
年
本
校
卒
↓
早
稲
田
大

学
理
工
学
部
↓
（
株
）
日
本
設
計
）
。

今
月
13
日
か
ら
業
務
運
用
が
始
ま
っ

た
雲
南
市
新
庁
舎
の
環
境
・
設
備

設
計
も
担
当
さ
れ
た
方
だ
。

２
年
生
東
京
研
修
初
日
の
恒
例

プ
ロ
グ
ラ
ム
、
イ
ブ
ニ
ン
グ
セ
ミ

ナ
ー
で
は
竹
部
氏
に
「
仕
事
と
建

築
と
雲
南
市
」
と
題
し
て
講
話
を

い
た
だ
い
た
。
高
校
２
年
次
に
国

体
少
年
男
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

島
根
県
選
抜
チ
ー
ム
入
り
し
た
実

力
を
支
え
た
の
は
、
県
総
体
優
勝

を
め
ざ
し
た
厳
し
い
練
習
だ
っ
た
。

下
は
、
竹
部
氏

が
セ
ミ
ナ
ー
で

使
用
し
た
パ
ワ
ー

ポ
イ
ン
ト
画
像

の
一
部
。

学校華道コーナー(アスパルロビー)

10
月
18
日
（
日
）
、
19
日
（
月
）
の
両
日
、

三
刀
屋
文
化
体
育
館
ア
ス
パ
ル
を
会
場
に
標
記

花
展
が
開
催
さ
れ
た
。
会
場
入
り
口
の
ロ
ビ
ー

に
は
、
華
道
部
で
活
動
す
る
高
校
生
の
作
品
展

示
コ
ー
ナ
ー
も
設
け
ら
れ
好
評
を
得
た
。

上
田
千
浩
（
２
年
）

高
野
寛
子
（
２
年
）

今
学
期
の
初

め
よ
り
、
英
語

科
の
日
比
野
未
彩
教
諭
と
国
語
科

の
保
科
綾
香
教
諭
の
二
人
が
産
前
・

育
児
休
暇
に
入
り
（
と
も
に
無
事

出
産
）
、
代
わ
っ
て
英
語
科
は
佐
々

講
師
紹
介

岡
講
師
、
国
語
科
は
品
川
講
師
が

着
任
し
、
授
業
と
校
務
を
引
き
継

い
で
い
ま
す
。

佐
々
岡
講
師
は
女
子
バ
ス
ケ
ッ

ト
ボ
ー
ル
部
、
品
川
講
師
は
文
芸

部
の
顧
問
も
担
当
し
ま
す
。

国立新美術館



※ 島根県東部の全市町
と接する雲南市。ここ

は現代出雲国の中心 ‼

地域とともに
シ
リ
ー
ズ 第14回 １年「地域産業研究」実習

昔
は
そ
の
辺
り
の
大
抵
の
農
家
が

牛
を
飼
っ
て
い
た
。
機
械
の
な
い
時

代
は
、
肉
牛
と
い
う
よ
り
は
耕
作

用
の
役
牛
と
し
て
農
家
に
と
っ
て
は

貴
重
な
存
在
だ
っ
た
。
雪
深
い
地

域
で
は
寒
さ
を
し
の
ぐ
た
め
、
母
屋

の
土
間
続
き
に
牛
が
生
活
し
、
金

肥
が
普
及
す
る
以
前
は
、
牛
馬
の

糞
尿
（馬
屋
肥
）が
田
畑
の
大
切
な

ま

や

ご

え

肥
料
に
な
っ
た
。

役
牛
と
し
て
大
切
に
さ
れ
た
の
は
、

大
正
末
ま
で
続
い
た
た
た
ら
製
鉄

の
世
界
で
も
同
様
だ
。
斐
伊
川
や

そ
の
支
流
で
の
船
運
に
つ
い
て
は
本

シ
リ
ー
ズ
で
も
紹
介
し
た
が
、
鉄
の

船
積
み
以
前
の
段
階
で
は
、
雲
南

地
方
の
た
た
ら
場
周
辺
で
は
大
量

の
牛
馬
を
必
要
と
し
た
。

そ
う
し
た
牛
を
大
切
に
す
る
生

活
が
、
天
神
信
仰
と
結
び
つ
い
た
こ

と
を
ご
存
じ
だ
ろ
う
か
。
三
刀
屋

天
満
宮
に
も
祀
ら
れ
る
菅
原
道
真

公
（
菅
公
）
は
牛
を
大
切
に
し
、
牛

に
命
を
助
け
ら
れ
る
こ
と
も
あ
り
、

遺
言
に
よ
っ
て
亡
骸
を
引
い
た
牛

車
が
動
か
な
く
な
っ
た
所
に
埋
葬

さ
れ
た
。
そ
こ
が
後
に
太
宰
府
天

満
宮
と
な
る
。
菅
公
と
牛
の
こ
の

よ
う
な
関
係
か
ら
、
各
地
の
天
神

さ
ん
で
は
牛
の
像
を
祀
り
、
参
拝

者
は
受
験
合
格
や
学
業
成
就
を

祈
願
す
る
だ
け
で
な
く
、
家
族
同

様
に
大
切
に
し
た
牛
馬
の
安
全
も

祈
願
し
た
。
棚
田
の
耕
作
や
た
た

ら
製
鉄
の
た
め
、
他
の
地
域
以
上

に
役
牛
を
必
要
と
し
た
雲
南
で
は
、

た
た
ら
製
鉄
を
経
営
し
た
鉄
師
も

天
神
信
仰
に
厚
か
っ
た
。
「
た
た
ら

侍
」も
信
仰
し
た
こ
と
だ
ろ
う
。

斐
伊
川

物
語
第
15
回

今昔

た
た
ら
＆
牛
と
天
神
信
仰

錦織良成監督映画『たたら侍』を勝手に応援するシリーズ

「
自
分
を
つ
く
る
楽
校
」

９
月
は
大
田
市
の
三
瓶
青
少

年
交
流
の
家
で
の
１
泊
２
日
の
宿

泊
研
修
。
高
校
の
部
に
は
本
校
か

ら
は
２
年
生
の
２
人
が
参
加
し
、

「
自
分
の
将
来
に
つ
い
て
じ
っ
く

り
考
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

み
ん
な
の
前
で
自
分
の
考
え
を
話

す
機
会
は
普
段
あ
ま
り
な
く
、
新

鮮
で
楽
し
か
っ
た
で
す
。
」
と
感

想
を
述
べ
て
く
れ
ま
し
た
。

10
月
17
日
に
は
、
運
用
が
始

ま
っ
た
ば
か
り
の
雲
南
市
新
庁
舎

（
木
次
町
里
方
）
を
会
場
に
、
三

刀
屋
高
校
と
大
東
高
校
の
１
、
２

年
生
の
希
望
者
22
名
が
参
加
し
、

Ａ
Ｌ
Ａ
Ｒ
Ｅ
と
地
元
社
会
人
の
皆

さ
ん
11
名
を
含
め
た
グ
ル
ー
プ
討

論
を
通
し
て
自
分
の
今
と
将
来
を

み
つ
め
ま
し
た
。

11
月
７
日
、
８
日
に
ラ
メ
ー

ル
（
加
茂
町
）
で
開
催
さ
れ
る
雲

南
市
教
育
フ
ェ
ス
タ
で
は
、
初
日

に
参
加
者
の
代
表
が
半
年
間
の
活

動
を
振
り
返
る
発
表
を
予
定
し
て

い
ま
す
。

地域でつなぐキャリア教育モデル事業実践校

全
54
事
業
所
に
分
か
れ
て
３
日
間
の
職
場
体
験

学
習
が
ど
う
将
来
に
繋
が
る
の
か
考
え
る

将
来
の
選
択
肢
は
た
く
さ
ん
あ
る

将
来
な
り
た
い
自
分
を
探
す

三
刀
屋
高
校
総
合

学
科
で
の
キ
ャ
リ
ア

教
育
は
10
年
間
の
試

行
錯
誤
を
重
ね
つ
つ
、

実
際
に
生
活
す
る
地

域
・
現
場
と
の
関
係

を
生
徒
に
意
識
さ
せ

る
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
構

築
・
展
開
し
て
き
ま

し
た
。

昨
年
度
か
ら
は
目

指
す
生
徒
像
と
し
て

「
社
会
に
役
立
と
う

と
す
る
意
欲
を
持
つ

生
徒
」
を
加
え
、
地

域
貢
献
に
一
層
意
欲

的
な
生
徒
の
育
成
を

目
指
し
て
い
ま
す
。

（事業所インターンシップ）

（平成25～27年度、県教委指定）

ら
高
校
ま
で
の
キ
ャ
リ
ア
教
育
は
、

地
域
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力

が
あ
っ
て
は
じ
め
て
実
現
が
可
能

と
な
る
も
の
で
す
。
改
め
て
厚
く

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

２
年
生
の
東
京
研
修
と
時
期
を

同
じ
く
し
て
、
１
年
生
は
「
地
域

産
業
研
究
」
実
習
（
事
業
所
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
）
を
10
月
14
日
か

ら
３
日
間
実
施
し
ま
し
た
。
進
路

志
望
に
沿
っ
た
関
連
す
る
事
業
所

に
分
か
れ
て
数
人
ず
つ
が
現
場
で

の
実
習
を
経
験
す
る
も
の
で
す
。

地
元
雲
南
市
を
中
心
に
奥
出
雲
町

や
出
雲
市
、
松
江
市
を
含
む
全
54

事
業
所
（
学
校
、
福
祉
施
設
等
を

含
む
）
の
ご
協
力
を
得
て
実
施
し

ま
し
た
。

前
週
の
雲
南
市
内
７
中
学
校
３

年
生
の
職
場
体
験
学
習
（
夢
発
見

ウ
イ
ー
ク
、
市
内
１
７
８
事
業
所

の
協
力
）
に
続
く
三
高
生
の
実
習

は
、
中
学
校
時
代
と
同
じ
職
場
体

験
の
繰
り
返
し
に
な
ら
ぬ
よ
う
、

事
前
の
調
べ
学
習
を
も
と
に
課
題

意
識
を
持
っ
て
実
習
に
臨
み
、
進

路
目
標
に
沿
っ
た
「
地
域
産
業
研

究
」
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
小
学
校
か

斐伊小
学校で

平成記
念病院

で

地
域
の
皆
様
に
御
礼
申
し
上
げ
ま
す

↑天神さんで見かける牛の像

乳
牛
以
外
に
、
肉
牛
専
用
と
し
て

飼
育
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
比

較
的
最
近
の
時
代
で
、
牛
肉
を
普
通

に
口
に
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
少

な
く
と
も
高
度
経
済
成
長
以
後
の
こ

と
だ
。
奥
出
雲
と
島
根
の
畜
産
界
に

不
朽
の
名
を
残
す
「
第
７
糸
桜
号
」

が
生
ま
れ
た
の
も
昭
和
45
年
の
こ
と

で
あ
り
、
役
牛
か
ら
肉
牛
へ
と
切
り

替
わ
る
時
代
の
象
徴
と
い
え
る
。

な
お
、
た
た
ら
製
鉄
従
事
者
が
最

も
信
仰
し
た
の
が
鉄
の
神
様
を
祀
る

「
金
屋
子
神
社
」
。
雲
南
市
内
で
も

各
所
に
見
ら
れ
る
が
、
本
社
は
安
来

市
広
瀬
町
西
比
田
に
鎮
座
す
る
。

↓姿を消しつつある牛馬安
全守護のお札

（５）第100号 三 刀 屋 高 校 だ よ り 2015年（平成27年）10月23日(金)

9月の三瓶宿泊研修でのグループ討論



来年夏、尾原ダム(さくらおろち湖)で
全国高校総体ボート競技を開催します木次駅

木次駅前で大会のＰＲ活動を行いました

平成28年7月28日(木)～8月1日(月)

大会成功の第一のカギは「知ってもらう」

「関心を持ってもらう」こと？！

来年の全国高校総体（インターハイ）は岡山県をメイン会場

に中国五県で開催されます。島根県開催競技は以下の通りです。

主 会 場 期 日

ボート さくらおろち湖 7/28～8/1

体操
体操競技 島根県立体育館(浜田市) 8/2～5

新体操 松江市新体育館（仮称） 8/9～11

柔道 島根県立浜山体育館 7/30～8/3

テニス 松江市営庭球場 8/1～8

ボ
ー
ト
競
技

ポ
ス
タ
ー
図
案
が
決
定
し
ま
し
た

最
優
秀
賞

高
野
寛
子
（
２
年
）

平
成
28
年
度
全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会

標
記
ポ
ス
タ
ー
図
案
の
選
考
会

が
今
月
８
日
に
開
催
さ
れ
、
最
優

秀
賞
に
は
美
術
部
２
年
の
高
野
寛

子
さ
ん
の
作
品
が
選
ば
れ
た
。
来

年
夏
に
開
催
さ
れ
る
ボ
ー
ト
競
技

の
ポ
ス
タ
ー
と
な
っ
て
、
大
会
Ｐ

Ｒ
に
も
使
用
さ
れ
る
。
表
彰
式
は

来
月
に
予
定
さ
れ
て
い
る
。

な
お
、
本
校
か
ら
は
以
下
の
４

名
の
皆
さ
ん
も
入
選
を
果
た
し
た
。

▼
入
選
（
本
校
分
）

神
庭

志
帆
（
２
年
）

門
脇

宥
紀
菜
（
２
年
）

小
畑

舞
佑
子
（
２
年
）

金
築

由
依
（
２
年
）

パソコン作成のデジタル作品

〈
最
優
秀
作
品
評
〉

水
面
近
く
の
極
め
て
低
い
ア
ン
グ
ル
か
ら
狙
っ

た
構
図
が
新
鮮
で
、
オ
ー
ル
を
中
心
と
し
た
強
い
遠
近
が
画
面
の
ス

ピ
ー
ド
感
と
緊
迫
し
た
空
気
を
獲
得
し
て
い
る
。
漕
ぎ
手
、
光
、
水

し
ぶ
き
の
表
現
も
巧
み
で
、
観
る
者
に
臨
場
感
を
も
た
ら
し
て
く
れ

る
秀
作
で
あ
る
。

（
選
考
委
員
長
）

9月18日(金)の朝、ＪＲ木次駅前で来年夏のインターハイ開催をＰ
Ｒする雲南地区の「高校生活動」を行いました。この日は、新生徒会
長に当選したばかりの景山美鈴さんを中心に、執行部入りが予定され

る2年生が、乗降客に開催を告知するＰＲ活動を行いました。

大
会
に
出
場
す
る
選
手
は
も
ち

ろ
ん
、
企
画
・
準
備
・
運
営
で
関

わ
る
高
校
生
の
一
人
ひ
と
り
が
目

標
に
向
か
っ
て
粘
り
強
く
取
り
組

み
、
そ
れ
ぞ
れ
の
場
面
で
「
高
校

生
が
輝
く
」
大
会
を
目
指
す
。

と
こ
ろ
で
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
の
誘
致
プ
レ
ゼ
ン
で
国
際
的
に

有
名
と
な
っ
た
言
葉
が
「
お
も
て

な
し
」
。
今
日
の
イ
ベ
ン
ト
成
功

の
大
き
な
カ
ギ
は
、
迎
え
る
側
の

「
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
（
お
も
て
な

し
の
心
）
」
に
あ
る
と
言
わ
れ
る
。

そ
の
徹
底
し
た
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ

で
成
功
し
た
場
所
が
、
２
年
生
東

京
研
修
に
組
み
込
ま
れ
る
東
京
デ
ィ

ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド
だ
（
そ
ん
な
目
で

見
る
と
、
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド
は

奥
が
深
い
）
。
来
年
の
イ
ン
タ
ー

ハ
イ
で
も
、
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
あ

る
仕
掛
け
で
参
加
者
を
温
か
く
迎

え
、
ま
た
来
た
い
と
思
わ
せ
る
、

そ
ん
な
知
恵
と
工
夫
を
皆
で
考
え

楽
し
む
こ
と
は
、
本
校
の
課
題
研

究
や
地
域
作
り
の
姿
勢
に
も
通
じ

る
。
生
徒
一
人
ひ
と
り
が
輝
く
全

国
大
会
に
な
れ
ば
と
期
待
す
る
。

大
会
成
功
の
た
め
に
は

「
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
」
を
大
切
に

２７９

2015年（平成27年）10月23日(金) 三 刀 屋 高 校 だ よ り 第100号（６）



日 曜 学校行事等 部活等

１ 日 「しまね教育の日」
演劇 書道 剣道 柔道
ﾊﾞｽｹｯﾄﾎﾞｰﾙ ｿﾌﾄﾃﾆｽ

２ 月 演劇

３ 火
文化の日

3年大学別オープン模試
演劇

４ 水
雲南地区高体連体育大会
第2回中高連絡会

５ 木 1・2年進研学テ

６ 金 1・2年進研学テ 漢字検定 文芸

７ 土

出校日(月曜日の授業)
1年「授業大学」
雲南市教育フェスタ(地域で
つなぐｷｬﾘｱ教育事業)
2年うんなん『宝』発見成果
発表会 3年進研M模試

８ 日 3年進研M模試

９ 月 11/7の代休日

１０ 火 人権・同和教育LHR 7限授業

１１ 水 S・C来校日

１２ 木

１３ 金
自然科学 卓球
ﾊﾞﾚｰﾎﾞｰﾙ ｿﾌﾄﾎﾞｰﾙ

１４ 土
出校日(6限、月曜日の授業)
第2回オープンキャンパス
3年プレM模試

自然科学 卓球
ﾊﾞﾚｰﾎﾞｰﾙ ｿﾌﾄﾎﾞｰﾙ

１５ 日 3年プレM模試 ﾊﾞﾚｰﾎﾞｰﾙ ｿﾌﾄﾎﾞｰﾙ

１６ 月
11/14の代休日

PTAｷｬﾝﾊﾟｽ・ﾂｱｰ(岡山)

１７ 火
ｱｶﾃﾞﾐｯｸ・ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟⅢ
(2年、島根大・県立大)

１８ 水 ロード走補充

１９ 木 試験発表 ロード走補充

２０ 金
1年生保護者進路ガイダンス
ロード走補充 閉寮

２１ 土 学校開放

２２ 日

２３ 月 勤労感謝の日 開寮

２４ 火

２５ 水 (月曜日の授業)

２６ 木 期末試験1日目

２７ 金 期末試験2日目

２８ 土 高P連合同研修会(出雲)

２９ 日

３０ 月 期末試験3日目

「しまね教育の日」関連行事（三高編）

対象：１年全クラス

11/7、島大生30名が来校します

「雲南市教育フェスタ2015」

初日の11/7(土)午後 inラメール

① ２年生が東京研修を受けて

課題研究の中間発表

②「自分をつくる楽校」取組発表

筝 曲

このほかにも、秋は雲南市内の各種イベント・

施設で三高サウンドをお楽しみいただきます。

10/25(日)

第36回

みとやっこまつり

in 三刀屋文化体育館
アスパル

10/30(金)

三高の調べをお楽しみください！

第14回島根県高文連
日本音楽部門コンクール

in ビッグハート出雲

平成14年に「しまね教育の日を定める条例」が制定され、

11月1日を「しまね教育の日」、あわせて7日までを「しま

ね教育ウィーク」と定められました。本校ではその期間の

前後、今年は以下のような取り組みを予定しております。

総合学科の履修科目「産業社会と人間」の時間を使っての

授業「大学」は、高校生が大学生とかかわることによって

「高校生が進路について考えるきっかけ」を得て、「大学に

関心を持ち、自分の卒業後に思いをはせる」ことを目的とす

る１年次恒例プログラムです。

その他 （しまね教育ウイークの期間を過ぎ
ますが、11月の三高では行事予定表のとお

り、多彩な取組を予定しています）

■人権同和教育ＬＨＲ 11/10

■ＰＴＡキャンパスツアー 11/16

■アカデミック・インターンシップⅢ 11/17

■１年生保護者進路ガイダンス 11/20

（７）第100号 三 刀 屋 高 校 だ よ り 2015年（平成27年）10月23日(金)

11月7日(土)8日(日)の
両日は、雲南の子ども×
若者×大人のチャレンジ
が連鎖して、さまざまな
取り組みがコラボします。
詳細は雲南市のホームペー
ジ等をご参照ください。

吹奏楽

授業「
大学」

11月中旬から旧暦の神在月です

開演13時 入場無料

筝 曲 14:00

15:15

島根を愛しふるさとに誇りを持つこどもたち

を育むために

＜しまね教育の日を定める条例 第1条より＞



来
年
の
夏
に
は
全
国
高
校
総
体

を
さ
く
ら
お
ろ
ち
湖
（
尾
原
ダ
ム
）

で
、
来
年
の
秋
に
は
総
合
学
科
の

全
国
大
会
を
三
刀
屋
高
校
で
開
催

し
ま
す
。
そ
う
し
た
大
き
な
動
き

に
向
か
っ
て
の
取
り
組
み
と
、
日

常
的
な
地
道
な
動
き
を
如
何
に
リ

ン
ク
さ
せ
て
広
報
す
る
か
を
考
え
、

自
分
の
立
ち
位
置
を
確
認
で

き
る
『
蒼
雲
』
を
目
指
し
て

い
ま
す
。
個
々
の
動
き
と
学

校
全
体
の
動
き
を
把
握
し
、

三
高
情
報
を
交
通
整
理
し
な

が
ら
誰
も
が
学
校
全
体
を
俯

瞰
で
き
る
よ
う
に
な
れ
ば
と

願
っ
て
い
ま
す
。

お
陰
様
で
本
紙
も
百
号
を

迎
え
ま
し
た
。
単
な
る
通
過

点
に
す
ぎ
ま
せ
ん
が
、
二
百

号
を
目
指
し
て
、
ま
ず
は
百

一
号
発
行
を
次
の
自
治
会
回

覧
に
間
に
合
う
よ
う
頑
張
り

ま
す
（
今
号
は
10
月
末
の
自

治
会
回
覧
に
間
に
合
い
ま
せ

ん
で
し
た
）
。

昭
和
30
年
か
ら
７
年
間
、
本

校
初
の
Ｏ
Ｂ
校
長
を
務
め
ら
れ

た
の
が
飯
塚
一
雄
先
生
。
１
９

１
１
年
（
明
治
44
年
）
生
ま
れ

で
、
百
四
歳
の
誕
生
日
を
迎
え

ら
れ
た
直
後
の
先
月
25
日
、
学

校
に
お
越
し
い
た
だ
い
て
お
話

し
を
聞
い
た
。

現
在
は
木
次
の
家
を
離
れ
て

松
江
で
ご
家
族
と
同
居
さ
れ
、

松
江
で
の
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
と

木
次
の
囲
碁
仲
間
と
の
対
局
を

楽
し
み
に
さ
れ
て
い
る
と
の
こ

と
だ
。

◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇

昭
和
30
年
４
月
母
校
の
第
12

代
校
長
と
し
て
赴
任
。
戦
後
10

年
経
ち
な
が
ら
も
、
い
ま
だ
戦

前
の
旧
制
中
学
時
代
の
空
気
が

抜
け
き
ら
な
い
と
感
じ
、
１
年

後
の
昭
和
31
年
４
月
に
教
育
目

標
を
設
定
し
た
。
「
自
主
的
人

格
の
確
立
」
「
科
学
的
実
践
人

の
育
成
」
「
公
的
資
質
の
涵
養
」

を
三
本
柱
と
し
、
旧
制
中
学
時

代
の
質
実
剛
健
を
加
味
し
た
内

容
は
以
下
の
通
り
だ
。
文
言
の

一
部
修
正
は
あ
る
も
の
の
、
基

本
的
に
は
総
合
学
科
に
移
行
し

た
今
も
踏
襲
す
る
教
育
目
標
だ
。

前
号
で
紹
介
し
た
よ
う
に
、

当
時
は
男
女
共
宿
の
高
校
寮
は

全
国
的
に
珍
し
く
、
新
聞
で
も

紹
介
さ
れ
た
時
代
だ
っ
た
が
、

校
歌
は
い
ま
だ
旧
制
中
学
時
代

の
「
我
が
雲
南
の
健
男
児
」
と

歌
っ
て
い
た
。
こ
の
た
め
、
島

根
県
出
身
で
無
声
映
画
時
代
の

弁
士
と
し
て
一
世
を
風
靡
し
た

徳
川
夢
声
氏
を
頼
り
、
そ
の
紹

介
で
著
名
な
歌
人
土
岐
善
麿
氏

に
作
詞
を
依
頼
、
作
曲
は
当
時

新
進
気
鋭
の
石
井
歓
氏
（
２
０

１
１
年
逝
去
、
元
全
日
本
合
唱

連
盟
理
事
長
）
に
依
頼
し
、
創

立
35
周
年
記
念
事
業
の
一
環
と

し
て
新
校
歌
が
誕
生
し
た
。

昭
和
34
年
10
月
、
学
校
創
立

35
周
年
と
新
制
高
校
発
足
10
周

年
を
祝
う
記
念
行
事
が
５
日
間

に
わ
た
っ
て
続
い
た
。
飯
塚
校

長
は
記
念
式
典
の
式
辞
で
本
校

の
歴
史
を
述
べ
た
後
、
来
賓
の

田
部
長
右
衛
門
島
根
県
知
事
に

対
し
て
老
朽
校
舎
の
全
面
改
築

を
そ
の
場
で
陳
情
し
た
。
こ
れ

に
対
し
田
部
知
事
は
直
後
の
祝

辞
で
「
私
の
在
任
中
に
必
ず
実

行
す
る
。
」
と
述
べ
、
出
席
者

の
万
雷
の
拍
手
を
浴
び
た
。
こ

れ
が
い
わ
ゆ
る
「
壇
上
陳
情
」

で
、
後
々
ま
で
語
り
継
が
れ
た
。

団
塊
世
代
の
高
校
入
学
が
迫

る
と
、
国
も
県
も
さ
ま
ざ
ま
な

対
応
が
迫
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。
飯
塚
校
長
は
国
の
海
外
派

遣
教
員
の
第
１
号
９
名
に
も
選

ば
れ
て
視
察
に
赴
く
な
ど
、
そ

の
活
躍
は
多
方
面
に
わ
た
り
、

後
に
、
開
校
ま
も
な
い
松
江
南

高
校
の
第
２
代
校
長
と
し
て
赴

任
さ
れ
た
。

（
前
号
で
予
告
し
た
「
学
校
食
堂
」

に
つ
い
て
は
次
号
で
紹
介
し
ま
す
）

三高91年物語
さ ん こ う

編
集
後
記

http://三高情報.怒涛のドット.満載「蒼雲」

『蒼雲』100号記念

第17回 お久しぶりです！飯塚先生

飯塚 一雄 先生

旧制三刀屋中学1期卒

（9月25日 校長室で）

理科
気象予報士の資格を持つ風呂敷王

子(独身ではありません)

数学
国体少年男子ラグビー監督

噂の火消し役（現役消防団員）

英語

宍道湖一周駅伝35人ゴボウ抜きの

伝説ランナー ゴボウ抜きのほか

野菜作りが得意

理科 アーチェリー指導者

数学 勤務時間外は僧侶に変身する鉄人

地歴
勤務時間外は寝食を忘れる神職

僕イケメン編集長は元イクメン

理科 英語ペラペラ理科教員

地歴
謎のゴルフサーティーン？ ハン

デは13以上のはず

体育
スキー１級

受験シーズンにスベル人

高校時代のインターハイ出場者多

数（バレーボール、柔道、バスケッ

トボール、ソフトボール）

事務 (軽)トラック野郎は痛勤50キロ

体育
高校2～3年次の福山(プロ野球楽

天イーグルス)を指導した監督

（
自
主
的
人
格
の
確
立
）

一
、
誠
実
を
尊
び
、
個
人
の
尊
厳
を

重
ん
じ
、
自
主
的
精
神
の
確
立
し
た

人
に
な
ろ
う
。

（
科
学
的
実
践
人
の
育
成
）

二
、
真
理
を
希
求
し
、
勤
労
を
愛
し
、

勉
励
の
習
慣
を
も
つ
人
と
な
ろ
う
。

（
公
民
的
資
質
の
涵
養
）

三
、
社
会
に
つ
い
て
広
く
深
い
理
解

と
健
全
な
批
判
力
を
養
い
、
友
愛
礼

節
を
重
ん
じ
、
平
和
的
祖
国
愛
を
も

つ
健
康
人
と
な
ろ
う
。

※ 中学生の皆さん！、名前と顔が知

りたければ、まずはオープンキャン

パスへ！

（管理職、非常勤講師を含みます）

2015年（平成27年）10月23日(金) 三 刀 屋 高 校 だ よ り 第100号（８）

20
年
前
の
飯
塚
先
生
の
書
で
す

旧制三刀屋中学校１期卒 第12代校長

昭和31年 教育目標制定 昭和35年 新校歌制定

保
護
者
の
皆
様
も
お
読
み
く
だ
さ
い

今
年
度
版
の
「
進
路
の
手

引
き
」
を
配
布
済
で
す
。
例

年
の
「
合
格
体
験
記
」
を
合

体
し
て
編
集
し
ま
し
た
。
百
頁

に
及
ぶ
手
引
き
は
、
生
徒
や
保

護
者
の
皆
様
へ
の
貴
重
な
進
路

情
報
で
す
。

３
年
間
の
本
校
キ
ャ

リ
ア
教
育
全
体
計
画

に
基
づ
い
て
、
進
路

目
標
実
現
へ
の
道
筋

を
ご
確
認
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

「進路の手引き」を配布しました


